
土
地
賃
貸
借
契
約
を
３
月
31
日
に

締
結
し
、
４
月
１
日
か
ら
塩
田
跡

地
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
事
業
者
と
締
結
し
た

協
定
、
契
約
に
基
づ
き
、
事
業

が
着
実
か
つ
安
全
に
進
展
す
る
よ

う
、
事
業
者
に
助
言
や
指
示
を
行

い
、円
滑
な
事
業
実
施
を
図
り
ま
す
。

ご
み
減
量
の
現
状
と
啓
発
活
動

　
４
月
の
「
燃
や
す
ご
み
」
の
収

集
量
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
同
期

に
比
べ
て
約
89
・
８
㌧
の
減
で
、

月
末
時
点
の
ご
み
の
減
量
率
は

14
・
５
％
と
な
り
、
減
量
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な

減
量
に
つ
な
が
っ
た
の
は
、「
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」
の
回
収
量
が
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
が
約
10
・
２
㌧
、

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
が
約
３
㌧
と

予
想
以
上
の
成
果
が
出
て
お
り
、

　
前
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ゲ

※

ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
な
っ
て
も

ら
う
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
て

き
ま
し
た
。
研
修
を
実
施
し
た
結

果
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
、「
必

要
な
人
に
声
を
掛
け
た
い
、
話
を

よ
く
聞
い
て
あ
げ
た
い
、
相
談
に

乗
り
た
い
」
と
い
う
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
さ
ら
に
、
窓
口
業
務

や
相
談
対
応
業
務
に
従
事
す
る
市

の
職
員
や
地
域
で
相
談
を
受
け
る

福
祉
関
係
委
員
に
も
研
修
を
行
い

ま
す
。

　
研
修
の
内
容
は
、
精
神
疾
患
や

引
き
こ
も
り
に
関
す
る
知
識
、
福

祉
制
度
の
正
し
い
理
解
、
ま
た
、

心
配
な
人
へ
の
接
し
方
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
に
よ

り
、
多
方
面
か
ら
の
見
守
り
を
行

い
、
早
期
に
適
切
な
相
談
体
制
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
と

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
住
民
税
が
確
定
さ
れ

た
後
、
申
請
書
の
発
送
準
備
作
業

を
行
い
、
７
月
下
旬
に
支
給
該
当

予
定
者
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
申
請
書
の
受
付
期
間
は
、
８
月

か
ら
６
カ
月
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
付
は
郵
送
な
ど
に

よ
り
行
い
、
支
給
に
つ
い
て
は
書

類
の
審
査
を
行
っ
た
後
、
随
時
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は

関
係
機
関
と
調
整
を
行
う
な
ど
、

準
備
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
瀬

※

戸
内
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
瀬

戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
現

在
は
関
係
機
関
へ
の
周
知
に
努
め

　
は
じ
め
に

　　
本
年
度
は
、
市
制
施
行
10
年
の

年
で
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
地
域

資
源
を
生
か
し
、
シ

※

テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
に
は
、
災
害
の
少
な

さ
に
加
え
、
治
安
の
良
さ
、
交
通

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
程
よ
い
田

舎
暮
ら
し
、
竹
久
夢
二
、
長
船
の

名
刀
、
朝
鮮
通
信
使
の
歴
史
、
牛

窓
や
備
前
福
岡
の
町
並
み
な
ど
が

あ
る
と
と
も
に
、
今
後
錦
海
塩
田

跡
地
の
活
用
に
よ
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
知

の
創
造
空
間
と
し
て
の
図
書
館
整

備
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点
と
な

る
市
民
病
院
の
整
備
な
ど
、
将
来

に
向
け
て
新
た
な
魅
力
と
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
魅
力

を
さ
ら
に
磨
き
、
よ
り
多
く
の
市

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
を

表
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量

化
に
向
け
て
、
出

※

前
講
座
な
ど
で

各
地
域
へ
出
向
い
て
行
く
な
ど
、

よ
り
一
層
の
広
報
・
啓
発
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

自
殺
予
防
の
取
り
組
み

　
ス
ト
レ
ス
や
経
済
状
況
の
悪
化

に
よ
り
、
自
殺
や
精
神
的
な
疾
病

で
悩
む
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
相
談
へ
の
対
応
を
始
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
７
月
６
日
に
瀬
戸

内
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
開
設
記

念
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
啓
発
活
動

を
続
け
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
気
軽
に
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
権
利
が
守
ら
れ
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

　
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」

の
主
人
公
で
あ
る
黒
田
官
兵
衛
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
長
船
町
福
岡
地

区
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
出
発
式
、
博
多

ど
ん
た
く
港
祭
り
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
催
し
に
参
加
し
、
観
光
客
の

誘
致
や
知
名
度
の
向
上
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
、
福
岡
県

福
岡
市
に
あ
る
老
舗
ホ
テ
ル
グ
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行
政
報
告

平
成
26
年
６
月
定
例
議
会
が
６
月
２
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
プ
に
お
い
て
２
カ
月
間
の
岡

山
フ
ェ
ア
や
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が

開
催
さ
れ
、
瀬
戸
内
市
産
を
含
め

た
岡
山
県
の
農
林
水
産
品
の
活
用

と
と
も
に
、
瀬
戸
内
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
10
日
、
11
日
に
滋

賀
県
長
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
「
黒

田
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し
、
関
係

自
治
体
で
あ
る
姫
路
市
、福
岡
市
、

中
津
市
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
長
船
町
福
岡
地
区
に

あ
り
、
地
元
の
連
合
町
内
会
、
史

跡
保
存
会
な
ど
官
民
が
協
力
し
改

装
さ
れ
た
築
約
１
０
０
年
の
古
民

家
で
あ
る
「
仲
﨑
邸
」
も
Ｐ
Ｒ
し

て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
６
月
に
１
０
０

用
語
の
解
説
・
備
考

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

市
内
外
に
市
の
魅
力
や
サ
ー

ビ
ス
を
認
識
さ
せ
、
観
光
や
定

住
に
誘
導
す
る
た
め
の
活
動
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
販

売
を
促
進
す
る
た
め
に
活
動
す

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
活
動
。

施
行
協
定
、
土
地
賃
貸
借
契
約

　

貸
付
期
間
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
か
ら
20
年
間
（
更
新
可

能
）。
土
地
の
貸
付
面
積
は
約

４
７
０
㌶
で
、
そ
の
う
ち
約

２
６
５
㌶
に
、
太
陽
光
発
電
所

を
設
置
す
る
。
出
力
は
最
大

２
３
０
メ
ガ
㍗
で
、
国
内
最
大

級
の
規
模
。発
電
事
業
に
加
え
、

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る

事
業
と
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
の

増
設
や
堤
防
の
補
強
な
ど
を
事

業
者
が
行
う
。

　

貸
付
料
は
工
事
期
間
（
５
年

間
を
想
定
）
中
が
年
１
億
円
、

売
電
事
業
開
始
後
は
年
４
億
円

で
、
安
全
安
心
の
事
業
を
含
め

て
事
業
期
間
中
に
市
が
得
る
受

益
は
約
１
３
１
億
円
を
見
込
む
。

出
前
講
座

　

市
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
な

ど
の
要
請
に
応
じ
、
当
該
団
体

な
ど
が
主
催
す
る
学
習
活
動
の

場
に
市
や
関
係
機
関
の
職
員
が

講
師
と
し
て
出
向
き
、
各
種
制

度
や
健
康
問
題
、
社
会
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
気
軽
に
学
ぶ
機

会
を
提
供
す
る
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　

自
殺
の
危
険
を
示
す
兆
し
に

気
づ
き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
、
見
守
る
な
ど
の
支
援
を
行

う
人
。

瀬
戸
内
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
擁
護
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
支

援
を
行
う
機
関
。（
高
齢
者
・

障
害
者
・
児
童
・
Ｄ
Ｖ
や
犯
罪

被
害
者
な
ど
へ
の
）虐
待
防
止
・

対
応
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

支
援
、
住
居
の
確
保
、
病
院
・

施
設
へ
の
入
所
支
援
、
消
費
者

被
害
に
遭
い
や
す
い
人
（
高
齢

者
・
障
害
者
な
ど
）
の
見
守
り

支
援
な
ど
を
行
う
。

ゲートキーパー研修会

じ
た
地
方
行
政
体
制
の
整
備
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
基
礎
自
治

体
と
し
て
の
方
針
を
し
っ
か
り
立

て
、
よ
り
一
層
の
選
択
と
集
中
を

図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
で
将
来
に

負
担
を
押
し
つ
け
な
い
よ
う
、
改

革
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業

　
市
と
事
業
者
と
の
施

※

行
協
定
、

博多どんたくでのＰＲ活動

瀬戸内市誕生10 周年記念キャッチコピー付きロゴマーク

ごみ減量化の広報・啓発活動

民
の
皆
さ

ん
に
、
こ

の
瀬
戸
内

市
を
愛
し

誇
り
に

思
っ
て
も

ら
い
た
い

と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、

人
口
減
少

社
会
に
応
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チ
ー
フ
に
し
た
ゲ
ー

ム
で
あ
る
「
戦

※

国
無

双
」
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

で
、
登
場
す
る
武
将

の
武
器
を
全
日
本
刀

匠
会
の
刀
匠
が
新
た

に
９
点
製
作
し
展
覧

し
ま
す
。
そ
の
他
、

黒
田
官
兵
衛
や
徳
川

家
康
な
ど
の
戦
国
武

将
に
ま
つ
わ
る
古
い

刀
剣
や
甲
冑
、
火
縄

銃
な
ど
を
借
用
展
示

し
、
実
際
の
戦
国
時

代
の
も
の
と
、
ゲ
ー

ム
中
の
戦
国
も
の
と

住
宅
防
火
診
断

　

消
防
職
員
な
ど
が
、
各
家
庭

を
訪
問
し
た
り
、
防
火
講
演
会

や
防
火
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
利
用

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
防

火
対
策
を
具
体
的
に
認
識
で
き

る
よ
う
個
々
の
住
宅
の
実
情
に

応
じ
、
防
火
・
防
災
に
関
す
る

助
言
を
行
う
も
の
。

戦
国
無
双

　

コ
ー
エ
ー
テ
ク
モ
ゲ
ー
ム
ス

か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
日
本
の

戦
国
時
代
を
舞
台
に
し
た
ア
ク

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
シ
リ
ー
ズ
。
平

成
16
年
に
第
１
作
が
発
売
さ
れ

た
。
平
成
26
年
３
月
に
は
シ
リ
ー

ズ
最
新
作
が
発
売
さ
れ
、
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
版
が
放
映
さ
れ
た
。

新
図
書
館

　

邑
久
町
尾
張
４
６
５-

１
地
内

（
中
央
公
民
館
が
既
設
）
に
建
設

を
予
定
し
て
い
る
新
し
い
図
書

館
。
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
に

建
設
工
事
を
終
了
し
、
平
成
27

年
中
の
開
館
を
目
指
す
。
延
床

面
積
約
２
、３
０
０
平
方
㍍
、
開

架
ス
ペ
ー
ス
に
12
万
冊
、
閉
架

ス
ペ
ー
ス
に
８
万
冊
の
蔵
書
を

計
画
し
て
い
る
。

新図書館パース全景（既設の中央公民館を含む）

新図書館

中央公民館

回
目
の
開
催
を
迎
え
る
「
福
岡
の

市
」
や
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
な

ど
の
来
場
者
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
地
元
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
観
光
協
会
と
連
携
し
て
、
こ

の
効
果
を
さ
ら
に
瀬
戸
内
市
全
域

に
広
げ
、
瀬
戸
内
市
の
魅
力
あ
る

観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

新
病
院
建
設
と
病
院
経
営

　
新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
造
成
工
事
を
進
め
て
お
り
、

８
月
末
の
完
了
予
定
で
す
。
近
隣

の
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
事
故
の
な
い
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

し
、
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
事
業

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
夏
休
み
期

間
に
合
わ
せ
て
若
者
向
け
の
刀
剣

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

も
７
月
12
日
か
ら
９
月
15
日
ま

で
、「
戦
国
無
双
の
刀
剣
展
」
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
展
示
内
容
は
、
戦
国
時
代
を
モ

ま
す
。
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

は
、
運
営
提
言
委
員
会
を
６
月
に

開
催
す
る
予
定
で
、
市
民
病
院
に

求
め
ら
れ
る
体
制
作
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

住
宅
防
火
対
策

　
消
防
白
書
に
よ
る
と
、
平
成
24

年
中
の
全
国
の
放
火
自
殺
者
を
除

く
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

１
、０
１
６
人
で
あ
り
、
平
成
17

年
の
１
、２
２
０
人
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、依
然
１
、

０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
状
況
が

10
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
６
割
以

上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
平
成
25
年
中

に
、
放
火
自
殺
者
を
除
き
、
65
歳

以
上
の
５
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
宅
を
中

心
と
し
た
住

※

宅
防
火
診
断
を
引
き

続
き
強
化
し
、
女
性
消
防
団
員
の

協
力
も
得
て
、
８
０
０
世
帯
を
訪

問
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
一
般
世
帯
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
未
設
置
宅
や
不
在
者

宅
の
再
訪
問
に
つ
い
て
も
継
続

新病院建設予定地で進む造成工事

を
見
比
べ
る
機
会
を
提
供
し
ま

す
。
よ
り
歴
史
や
伝
統
工
芸
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

づ
く
り
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
図
書
館
整
備

　
新

※

図
書
館
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
末
に
実
施
設
計
が
完

了
し
、
現
在
、
工
事
請
負
に
か
か

る
入
札
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
一
般
事

務
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
受
験
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
短
大
卒
業
程
度
お
よ
び
高
校
卒

業
程
度
の
人
を
対
象
と
し
た
一
般

事
務
職
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

別
途
行
い
ま
す
。

▽
受
験
資
格

　
昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
し
た

人
か
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
採
用
予
定
人
数　
３
名
程
度

▽
採
用
年
月
日

　
平
成
27
年
４
月
１
日

▽
試
験
日
時
お
よ
び
場
所

　

・
１
次
試
験　
７
月
27
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～　
瀬
戸
内
市
役
所

　

・
２
次
試
験　
８
月
31
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

・
３
次
試
験　
９
月
28
日
（
日
）

※
場
所
・
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

　
７
月
4
日
（
金
）
ま
で　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
、
日

曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
4
日 

　
（
金
）
必
着
で
す
。

▽
提
出
書
類　

　

・
市
指
定
の
願
書
お
よ
び
履
歴
書

※
受
験
案
内
と
市
指
定
様
式
は
、

　
総
務
課
、
牛
窓
支
所
、
長
船
支

　
所
で
交
付
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

　
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

※
受
験
案
内
な
ど
を
郵
送
で
請
求

　
す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
市

　
役
所
採
用
試
験
受
験
願
書
請
求

　
一
般
事
務
職
希
望
」
と
、
朱
書

　
き
し
、
宛
名
明
記
の
Ａ
４
サ
イ

　
ズ
で
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
し

　
た
返
送
用
封
筒
を
同
封
し
て
、

　
総
務
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
資
瀬
戸
内
市
役
所
総
務
課

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/ 
life/support07_1.htm

l

  

瀬
戸
内
市
役
所
の

  

職
員
を
募
集
し
ま
す

  

瀬
戸
内
市
民
病
院
修
学
資
金

  

の
修
学
生
を
募
集

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
看
護

師
と
医
療
技
術
職
員
の
確
保
を
図

り
、
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
も
し

く
は
臨
床
工
学
技
士
を
養
成
す
る

学
校
ま
た
は
養
成
所
に
在
籍
す
る

学
生
で
、
卒
業
後
に
市
民
病
院
に

勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
人

▽
採
用
予
定
人
数　
５
名

▽
貸
与
金
額　
月
額
５
万
円（
一
律
）

▽
募
集
期
間　
7
月
1
日
（
火
）

　
～
18
日
（
金
）（
必
着
）

▽
応
募
方
法

　
必
要
書
類
を
募
集
期
間
内
に
瀬

戸
内
市
民
病
院
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、「
平

成
26
年
度
瀬
戸
内
市
立
瀬
戸
内
市

民
病
院
看
護
師
等
修
学
資
金
修
学

生
募
集
要
領
」
に
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
要

領
や
様
式
は
、
瀬
戸
内
市
民
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
書
類

　
お
よ
び
面
接
に
よ
る
審
査

※
面
接
審
査
の
日
時
場
所
な
ど
は

　
別
途
通
知
し
ま
す
。 

　
　

瀬
戸
内
市
立
瀬
戸
内
市
民
病

院
事
務
局

〒
７
０
１-

４
２
４
６

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
８
４
５-

１

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/
~hospital/

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
26
年
度
各

種
自
衛
官
な
ど
の
募
集
を
下
表
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

　
入
隊
は
平
成
27
年
３
月
下
旬
～

４
月
上
旬
の
予
定
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問

自
衛
隊
岡
山
募
集
案
内
所

☎
０
８
６-
２
２
４-

２
８
２
４

HPhttp://www.m
od.go.jp/pco/

okayam
a/

受験種目 対象者 受付期間 試験日

自衛官
候補生

男子 18 歳以上 27 歳未満 年間を通じて行っています ９月 15 日（月・祝）～ 10 月５日（日）※

女子 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日（金）～９月９日（火） ９月 25 日（木）～ 29 日（月）※

一般曹候補生 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日（金）～９月９日（火） １次：９月 19 日（金）・20 日（土）※
２次：10 月９日（木）～ 15 日（水）　※

航空学生 21 歳未満高卒（見込含） ８月１日（金）～９月９日（火）
１次：９月 23 日（火・祝）
２次：10 月 18 日（土）～ 23 日（木）※
３次：11 月 15 日（土）～ 12 月 18 日（木）

防医看護
学科学生

21 歳未満高卒（見込含） ９月５日（金）～ 30 日（火） １次：10 月 18 日（土）
２次：11 月 29 日（土）・30 日（日）※

  

自
衛
官
な
ど
を
募
集

～
熱
い
ヒ
ト
求
む
～

人
材　

募
集

し
て
い
ま
す

応
問

自衛官の受験種目など

※印については、期間中の指定する１日に試験を行います。状況により変更する場合があります。
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